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NY マーケットレポート（2016 年 9 月 26 日） 
 

NY 市場では、アジア市場から続いた軟調な流れが一服し、ドル円・クロス円は小動きの展開で始まった。米大統領選候補者の第

1 回討論会を控えて、内容を見極めたいとの思惑から、積極的な売買がやや手控えられており、序盤から小動きの展開となった。

ただ、欧米の株価が下落したことを受けて、やや上値の重い動きが続いた。なお、序盤に発表された米新築住宅販売件数は、市

場予想を上回る結果となったものの、反応は限定的だった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6 月メキシコ経済活動 IGAE 1.34%（予想 1.40%・前回 2.22%） 

 

 
出所：Bloomberg 

 

22：16 

≪ 要人発言 ≫ 

ラッカー・リッチモンド連銀総裁 

 

・「利上げの論拠は強いと先週思っていた」 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月米新築住宅販売件数 60.9 万件（予想 60.0 万件・前回 65.9 万件） 

前回発表の 65.4 万件から 65.9 万件に修正 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪新築住宅販売≫ 

         8 月・・7月・・6月・・5月・・ 4 月・・ 3 月 

販売戸数・・・・60.9・・65.9・・57.9・・56.6・・57.0・・53.7 

前月比（％）・・  -7.6・・13.8・・2.3・・-0.7・・ 6.1・・ 2.3 

                          （万件）  

        8 月・・ 7 月・・6月・・ 5 月・・ 4 月・・ 3 月 

北東部・・・・・ 2.3・・ 3.5・・ 2.6・・ 3.2・・ 4.0・・ 3.2 

中西部・・・・・ 8.1・・ 8.3・・ 7.9・・ 7.3・・ 6.1・・ 6.8 

南部・・・・・・34.3・・39.1・・33.3・・31.9・・32.4・・30.5 

西部・・・・・・16.2・・15.0・・14.1・・14.2・・14.5・・13.2 

                          （万件）  

 

 

23：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9 月ダラス連銀製造業活動指数 -3.7（予想 -3.0・前回 -6.2） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

8 月の米新築住宅販売件数は、年率換算で前月比-7.6％の 60.9 万件と 3 ヵ月ぶりの減少となり、昨年 9 月以来 11 ヵ月ぶりの大きな減

少率となった。8 月の中古住宅販売も落ち込んでおり、供給不足や住宅価格が賃金上昇を上回るペースで上昇していることが影響して

いる。 

 

①市場の住宅在庫は、8月末時点で前月比+1.7％の 23.5 万件と 2ヵ月ぶりに増加となり、今年 1月以来の大きな伸び率となった。在庫

は販売の 4.6 ヵ月分に相当し、前月から 0.4 ヵ月のプラスとなったが、適正水準とされる 6.0 ヵ月は引き続き下回っている。 

 

②販売物件の中間価格は、前月比-3.1％の 28.4 万ドル、前年同月比では-5.4％。平均価格は前月比+0.5％の 35.4 万ドル、前年同月比

では+1.4％。 

 

③地域別では、北東部が-34.3％の 2.3 万件、中西部が‐2.4％の 8.1 万件、南部が-12.3％の 34.3 万件、西部は+8.0％の 16.2 万件。 
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23：50 

≪ 要人発言 ≫ 

ドラギ ECB 総裁 

 

・「英国の EU 離脱決定を含む世界的な先行き不透明性の高まりには、うまく対応できている」 

・「外需見通しが大きく軟化していることが輸出の伸びに影響すると予想される」 

・「長期にわたる低金利は、副作用がある」 

・「ECB 当局者は、出口戦略をまったく議論していない」 

 

 

0：45 

≪ 要人発言 ≫ 

タルーロ FRB 理事 

 

・「FRB のストレステスト計画、資本要件引き上げへ」 

 

 

1：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月フランス求職者数合計 355.7 万人（予想 350.2 万人・前回 350.7 万人） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①CDS（クレジット・デフォルト・スワップ）市場では、トルコの債務保証コストが 7月半ば以来の水準に上昇した。先週末にムーディ

ーズがトルコの長期国債格付けを投機的等級に引き下げたことが背景。トルコの 5年物 CDS は 30bp 上昇の 276bp となった。 

 

②IMF（国際通貨基金）は、今年のスイスの経済成長率が 1.5％となり、中期的に 1.75％前後で安定するとの予想を公表した。インフレ

率については今年年末までに 0.0％となる見通しを示した。 

 

 

2：00 

≪米財務省 2年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・0.750％（前回 0.760％） 

最低落札利回り・・・・0.650％（前回 0.650％） 

最高利回り落札比率・・98.65％（前回 80.11％） 

応札倍率・・・・・・・2.65 倍（前回 2.83 倍） 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、米司法省から巨額の和解金を要求されているドイツ銀行の株価が大幅安となったことで、投資家心理を冷やされ、主

要株価が軟調な動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 2.40 ドル高の 1オンス＝1344.10 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、ドルが主要通貨に対して下落したため、ドルの代替資産とされる金の買いが優勢となった。ただ、米大統領選の第 1回候補者

討論会を前に積極的な取引を手控えるムードもあり、値動きは限定的となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 1.45 ドル高の 1バレル＝45.93 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、28 日に予定される石油輸出国機構（OPEC）の非公式会合を前に、主要産油国間で原油価格の安定に向けた話し合いが前進す

るとの期待が再び高まり、買いが優勢となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

アジアと欧州の株価が下落したのが嫌気され、主要株価は序盤から軟調な動きとなった。その後は、米大統領候補の討論会を控えて内

容を見極めたいとの思惑から、小動きの展開が終盤まで続いた。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前週末比 166 ドル

安まで下落した。 

 

 

出所：Bloomberg 



 
                                           

7 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米大統領候補の討論会を控えて内容を見極めたいとの思惑から、ドル円・クロス円は序盤から小動きの展開となった。

ただ、欧米の株価下落を背景に、やや上値の重い動きが終盤まで続いた。 

 

 
出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ
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ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 
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